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 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 4 秋吉 耕佑 F.C.C.TSR Honda CBR1000RR  1'50.385
 2 1 中須賀 克行 ヤマハYSPレーシングチーム YZF-R1  1'50.510
 3 12 津田 拓也 ヨシムラスズキレーシングチーム GSX-R1000L3  1'51.044
 4 87 柳川 明 TEAM GREEN ZX-10R  1'51.057
 5 71 加賀山 就臣 Team KAGAYAMA GSX-R1000  1'51.175
 6 33 藤田 拓哉 DOGFIGHTRACING・YAMAHA YZF-R1  1'51.621
 7 104 山口 辰也 TOHO Racing with MORIWAKI CBR1000RR  1'51.638
 8 50 渡辺 一樹 TEAM GREEN ZX-10R  1'51.913
 9 22 清水 郁巳 ホンダドリーム高崎B'WISE R.T CBR1000RR  1'52.397
 10 634 高橋 巧 MuSASHiRTハルク・プロ CBR1000RR  1'56.432
 以上 トップ10チャレンジにて決定
 11 32 今野 由寛 MotoMap SUPPLY GSX-R1000L3  1'53.028
 12 17 安田 毅史 Honda鈴鹿レーシングチーム CBR1000RR  1'54.899
 13 16 吉田 光弘 Honda熊本レーシング CBR1000RR  1'55.138
 14 29 山中 正之 HondaQCT明和レーシング CBR1000RR  1'55.733
 15 21 久保山 正朗 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR1000RR  1'55.869
 16 83 中沢 孝之 DOG FIGHT RACING・YAMAHA YZF-R1  1'56.089
 17 27 澤村 元章 磐田レーシングファミリー YZF-R1  1'56.183
 18 68 清水 祐生 浜松チームタイタン GSX-R1000  1'56.358
 19 6 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン 1199 Panigale S  1'56.625
 20 55 原田 伸也 TEAM Tras&MCR S1000RR  1'56.847
 21 40 佐藤 宏司 フレッシュタウン歯科クリニック モトアルファ GSX-R1000  1'56.906
 22 23 原田 洋孝 RS-ガレージハラダ姫路 ZX-10R  1'57.106
 23 77 久我 剛仁 Sサプライ+市原2りんかん GSX-R1000L2  1'57.717
 24 53 大橋 靖洋 Honda緑陽会熊本レーシング CBR1000RR  1'57.804
 25 54 本田 恵一 HONDA EG RACING CBR1000RR  1'57.864
 26 26 大貫 貴彦 ロケットケロタン+ネオラグーナ CBR1000RR  1'58.042
 27 70 佐藤 慎一郎 佐藤家レーシング GSX-R1000 K9  1'58.522
 28 51 中根 裕 中村エンジン研究所 YZF-R1  1'58.634
 29 46 中村 勇志 レンタルバイク横浜・丸富オート 1190RC8R  1'58.715
 30 62 塩原 弘志 S.SUPPLY&おやじ組 GSX-R1000L2  1'58.738
 31 34 井上 健志 炎R CBR1000RR  1'58.862
 32 37 菊地 敦 TEAM・WILD☆HEART CBR1000RR  1'59.057
 以上 Q1にて決定
 以上 予選通過車両
  93 河野 浩之 CLUB NEXT CBR1000RR  2'03.357
  84 喜多田 学 （有）成田総合サービス+ストラトス 1199Panigale  2'05.503
予選通過基準タイム （ 総合 110 % ） 2'01.631

公式予選結果

 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime
 1 55 Y 國峰 啄磨 Projectμ7C HARC TSR3  2'02.435
 2 5 - 山本 剛大 Team NOBBY M312  2'03.457
 3 1 - 徳留 真紀 Tome team PLUSONE TSR3  2'03.823
 4 8 Y 亀井 雄大 18 GARAGE RACING TEAM NSF250R  2'04.159
 5 3 - 山田 誓己 TEAM PLUSONE & ENDURANCE NSF250R  2'04.324
 6 14 Y 長尾 健吾 TEAMけんけんwithアポロ NSF250R  2'04.417
 ※ 17  藤井 謙汰 F.C.C.TSR Honda TSR3C  2'04.746
 7 32 Y 北見 剣 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R  2'05.330
 8 83 Y 栗原 佳祐 CLUB HARC-PRO. NSF250R  2'05.461
 9 29 - 澁田 晨央 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R  2'05.718
 10 46 Y 岩戸 亮介 Club PARIS RSC NSF250R  2'05.837
 11 41 - 宇井 陽一 41Planning.IODARacingJapan IODA  2'05.924
 12 78 - 大久保 光 HotRacing NSF250  2'05.984
 13 25 - 小室 旭 テルル&EM★KoharaRT NSR250R  2'06.035
 14 15 Y 三原 壮紫 ウイダーチームアイファクトリーTN NSF250R  2'06.273
 15 93 - 赤澤 隆生 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12  2'06.319
 16 24 - 古市 右京 TEAM ASPIRATION NSF250R  2'06.397
 17 73 - Denny Triyugo Astra Motor Racing Team NSF250R  2'07.812
 18 9 - 菊池 寛幸 KoharaRacing NSF250R  2'07.849
 19 88 Y 水野 涼 CLUB HARC-PRO. NSF250R  2'07.932
 20 34 Y 関野 海斗 Projectμ7C HARC NSF250R  2'07.970
 21 26 - 高杉 奈緒子 モトバムwithヒポポタマス NSF250R  2'08.260
 22 13 Y 佐野 優人 SRSwithMORIWAKI MD250GP3  2'08.306
 23 39 Y 佐野 勝人 SRSwithMORIWAKI MD250GP3  2'08.570
 24 22 - 安村 武志 犬の乳酸菌.jp/プリミティブRT PRCS3  2'09.148
 25 33 Y 山元 聖 Projectμ7C HARC NSF250R  2'09.264
 26 18 - 葛西 雅迪 タニシ&speedheartYERC NSF250R  2'09.611
 27 42 Y 大内田 拓 DOGFISHオートテックスズカ NSF250R  2'10.132
 28 50 - 野澤 秀典 ノザワレーシングF&モトα NSF250R  2'10.491
 29 37 - 石崎 司也 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12  2'10.509
 30 67 Y 鳥羽 海渡 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12  2'10.747
 31 40 Y 中山 翔太 TEAM TECHNICA NSF250R  2'10.810
 32 38 - 山本 恭裕 広島カジタRacing&LRC NSF250R  2'10.885
 33 36 Y 大塚 和人 18 GARAGE RACING TEAM NSF250R  2'11.175
 34 45 - 近藤 眞衣 HondaブルーヘルメットMSC BH113R  2'11.658
 35 31 - 岡崎 静夏 KoharaRacing NSF250R  2'11.796
 36 21 - 大西 隼 Projectμ7C HARC NSF250  2'11.809
 37 28 - 三好 菜摘 オールスターモータースポーツ NSF250R  2'12.259
 38 43 - 畑中 要 FTR・タイヤナビ・遠藤住宅㈱ NSF250R  2'13.027
 39 35 Y 吉広 光 CLUBNEXT&MOTOBUM NSF250R  2'13.852
 以上予選通過車両:
 Y=YouthCup登録ライダー
 ※ 賞典外出場
 予選通過基準タイム （ 110 % ）  2'14.678

●予選：天候／曇　路面／ハーフウェット　出走40台
●決勝スタート／10:30（16周）

●予選：天候／曇   路面／ドライ　出走34台
●決勝スタート／15:15（19周）
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 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 45 長島 哲太 テルル&EM★KoharaRT TSR2 R  1'53.975
 2 30 Decha KRAISART Yamaha Thailand Racing Team YZF-R6  1'54.895
 3 634 浦本 修充 MuSASHiRTハルク・プロ HP6  1'54.943
 4 2 生形 秀之 エスパルスドリームレーシング GSX-MFD6  1'54.983
 5 7 大木 崇行 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'55.566
 6 51 高橋 英倫 PITCREW&松戸FLASH MZX-6R  1'55.805
 7 77 井筒 仁康 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  1'55.884
 8 31 野左根 航汰 ウエビックチームノリックヤマハ YZW-N6  1'55.917
 9 8 関口 太郎 NTS Team TARO PLUS ONE YZW-N6  1'56.528
 10 11 星野 知也 SYNCEDGE  4413 Racing CBR600RR HP6  1'56.827
 11 16 中村 豊 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'56.909
 12 392 津田 一磨 ミクニ テリーアンドカリー GSXR600  1'57.109
 13 22 佐藤 太紀 TEAM PLUSONE TSR6  1'57.828
 14 19 相馬 利胤 TT45 MD600  1'59.635
 15 47 小口 亘 ALLMAN&OWRACING YZF-OWR6  2'00.741
 16 23 鎌田 悟 TOHO Racing+おでんせイーハトーブ MD600  2'00.892
 17 13 赤間 清 CLUB HARC-PRO HP6  2'01.619
 18 79 朝比奈 正 アサヒナレーシング Z600  2'01.856
 19 52 HANGDAE CHO PITCREW&TWOWHEEL KOREA MZX-6R  2'03.689
 20 34 岩田 悟 CLUB PLUSONE HP6  2'03.997
 以上予選通過車両:
 Rマークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'54.405
 予選通過基準タイム （ 110 % ）  2'05.372

●予選：天候／曇　路面／ドライ　出走20台
●決勝スタート／14:05（18周）

いよいよ全日本ロードレース選手権の2013年
シーズンがスタートした。開幕戦ということで木曜
日から特別スポーツ走行が行われ、JSB1000クラ
ス以外は、非公式ながらコースレコードを更新す
るタイムがマークされており、土曜日の公式予選で
の走りに注目が集まった。

JSB1000クラスは、名門ヨシムラが津田拓也を
起用し4年振りに全日本に復活。TEAM GREEN
は、昨年のJ-GP2クラスチャンピオン渡辺一樹が
加入し2台体制となり、さらにレベルの高いレース
になることは、間違いないだろう。しかし、開幕を
前にケガを負ったライダーが出てしまった。その筆
頭が、ゼッケン1をつける中須賀克行だった。中須
賀は、3月4日の鈴鹿テストの際、2コーナーで転倒
を喫し、左肩を脱臼。メディカルに運ばれるが肩が
大きくずれていたため痛み止めを打って入れたと
言う。その後、事前テストも走るが、ベストには、ほ
ど遠い状態でレースウイークを迎えていた。また、
柳川明は、事前テスト初日に3コーナーで進入ハ
イサイド転倒。腰椎の横突起を4カ所骨折してしま
い、こちらも満身創痍。さらに加賀山就臣も昨年
のオートポリスで負ったヒザの状態が思わしくなく
再手術し、退院したのが3月21日と、まさに開幕直
前だった。3人の優勝候補が、万全の状態ではな
いため、事前テストから調子のいい高橋巧、そして
韋駄天・秋吉耕佑がレースウイークを引っ張って

いく形となった。
ノックアウト方式予選は、今年から昨年までの3

セッションから2セッションでとなった。第1セッ
ションでは、まず全車がアタック。第2セッションは
“トップ10チャレンジ”という名の通り10台のみが
進出できる。まず40分間で行われた第1セッショ
ンでは好調の高橋がトップタイムをマーク。秋吉、
津田、中須賀、藤田拓哉、渡辺、柳川、山口辰也
と続き、清水郁己が9番手に食い込む健闘を見せ
た。そして最後の10番手の椅子を加賀山が確保
し、トップ10チャレンジに進出した。

予選は、ドライコンディションだったが冬のよう
な寒さとなり、路面温度は約20度しかなかった。
各ライダーは、慎重にペースを上げていくものの、
トップ10トライアル開始早々に高橋が3コーナーで
まさかの転倒。その直後にいた津田もコースアウ
トするが、転倒はせずにコースに復帰した。高橋
は、そのままセッションを終え、まさかの10番手。
決勝は4列目からスタートすることになってしまう。

そんなライバルを尻目にポールポジションを獲
得したのは、秋吉耕佑だった。2セッションとなっ
たノックアウト方式予選は、Q1こそ高橋巧の後塵
を拝していたものの、冷静にアタックに入るとトップ
10チャレンジでは3周目のアタックで1分50秒385
をマークしポールポジションを獲得した。
「コンディションが難しい状況でしたし、絶対に

転ばないように走っていました。チームがよく頑
張ってくれているので、マシンもいい状態になって
きています。去年は、今日より路面温度が高いとき
に転倒してしまったのですが、未だに原因が分か
らないので慎重に走っていました。決勝は、ドライ
でも雨でも勝ちに行くだけです」と秋吉。韋駄天・
秋吉が開幕ダッシュをかけることができるか!?

2番手には、ケガが癒えない中須賀がつけた。
中須賀は、トップ10チャレンジのセッション終盤に
S字コーナーでまさかの転倒を喫し頭を強打して
しまう。すぐに病院に運ばれ精密検査を受けるが、
診断は問題なくレースには出場する予定。ただ、
左肩の状態は相変わらず厳しく今回は我慢の
レースになるだろう。それは柳川、加賀山にも言え
ることだが、上位陣の動向によっては表彰台に上
がる可能性が出てくるはずだ。

気になるのは天気の行方。雨となれば秋吉が
速いだけに昨年の最終戦のようにトップを独走す
る可能性が高いだろう。ドライならば高橋の仕上
がりがいいだけに、スタート直後に高橋がどれだ
けポジションを上げられるかが勝敗を分けるポイ
ントとなる。また、ヨシムラの津田がどこまで秋吉に
迫れるか注目したいところだ。2013年のオープニ
ングレースを制するのは、果たして!? 注目の
JSB1000決勝レースは、14:15スタート。

（佐藤寿宏）

（写真） ポールポジション獲得後
 アピールする秋吉耕佑
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2013年シーズンも全日本ロードレース選手権はシリーズ全戦をレ
ース開催8日後に「BS12 TwellV（トゥエルビ）」で完全無料放送さ
れます。現場ではカバーできなかったシーンや迫力のバトルをあらため
てお楽しみください！！

開幕直前特集 4月1日（月） 21:00～21:54
第1戦ツインリンクもてぎ 4月8日（月） 20:00～20:54

今年も全日本ロードレース完全無料放送！！ ますます充実するインターネット動画！！

 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 6 渡辺 一馬 KoharaRacing CBR600RR R  1'54.634
 2 2 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6  1'55.537
 3 14 岩崎 哲朗 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  1'55.727
 4 65 Chalermpol POLAMAI Yamaha Thailand Racing Team YZF-R6  1'55.852
 5 9 稲垣 誠 AKENO SPEED・MIC YZF-R6  1'55.966
 6 12 大崎 誠之 伊藤レーシングGMDスズカ YZF-R6  1'55.982
 7 77 井筒 仁康 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  1'56.129
 8 634 亀谷 長純 MuSASHiRTハルク・プロ CBR600RR  1'56.158
 9 16 國川 浩道 赤い3輪車レーシングチーム CBR600RR  1'56.159
 10 76 伊藤 勇樹 PETRONAS・HLYM YZF-R6  1'56.307
 11 34 中本 郡 レーシングチームOutRun YZF-R6  1'56.430
 12 55 渥美 心 テルル&EM★KoharaRT CBR600RR  1'56.483
 13 71 小山 知良 CLUB PLUSONE with T.Pro CBR600RR  1'56.720
 14 21 篠崎 佐助 SP忠男レーシングチーム YZF-R6  1'57.207
 15 37 阿久津 晃輝 日光サーキット&ヤバイラジオ YZF-R6  1'57.534
 16 18 中山 真太郎 TEAMしんたろうwithKRT CBR600RR  1'57.765
 17 23 近藤 湧也 GBSレーシング YZF-R6  1'58.039
 18 43 長嶋 修一 石井リンゴ園モトアルファ CBR600RR  1'58.544
 19 50 松川 泰宏 MOTO BUM+SAI CBR600RR  1'58.613
 20 57 奥野 翼 PITCREW&松戸FLASH ZX-6R  1'58.788
 21 83 宮嶋 佳毅 TOHO RACING CLUB CBR600RR  1'59.020
 22 78 大田 雅裕 B-SQUAREracing ZX-6R  1'59.141
 23 26 中津原 尚宏 オートテクニックスポーツ CBR600RR  1'59.586
 24 47 鈴木 力 Sサプライ GSX-R600  2'00.130
 25 13 岡村 光矩 ファイト・ツキギレーシング ZX-6R  2'00.176
 26 46 小倉 章太郎 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6  2'00.397
 27 53 林 和明 南海部品 北関東Gr&YERC CBR600RR  2'00.969
 28 58 小原 岳 MCRガレージオレンジワークス CBR600RR  2'01.408
 29 56 飯島 高広 中村エンジン研究所 YZF-R6  2'01.438
 30 59 尼崎 耕司 YSP茅ヶ崎・水沢レーシング YZF-R6  2'01.519
 31 52 中山 友寛 MCRガレージオレンジワークス CBR600RR  2'01.628
 32 45 高橋 颯 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  2'01.704
 33 60 遠藤 恵太 研友会栃木PGレーシング CBR600RR  2'04.370
 以上予選通過車両:
  51 片平 亮輔 ファイト・ツキギレーシング ZX-6R  2'20.186
  48 中本 貴也 SP忠男レーシングチーム YZF-R6 計測できず
  11 横江 竜司 RT森のくまさん佐藤塾 YZF-R6 
 Rマークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'55.085
 予選通過基準タイム （ 110 % ）  2'06.097

●予選：天候／曇　路面／ドライ　出走36台
●決勝スタート／11:40（18周）

■放映スケジュール

詳しくはファンサイトで → http://superbike.jp/

秋吉耕佑が虎視眈々と
開幕ウインを狙う！
高橋巧は、まさかの転倒で
10番手スタート!!
満身創痍の中須賀、柳川、加賀山は我慢のレース

REPORT & INTERVIEWQUALIFYING PRACTICE
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コース監視カメラの映像と実況アナの音声で予選・決勝をライブ配
信! スマフォ対応です。

TV収録用高画質映像を決勝レース
終了後約1時間後に配信!

YouTube「MFJ SUPERBIKEオフィシャルチャンネル」では、予選・決勝直後
のライダーインタビューを中心に、全日本ロードレースの迫力を動画にて配信!
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Photo by H.Wakita(c)

セッション序盤はデチャ・クライサーが1分
58秒台でトップという状況。その後、長島哲太
が56秒169に入れてトップに浮上。その後は高
橋英倫が55秒台に入れてトップを奪うと、その
頃から本格的なアタックが開始された。
後半に入ると浦本修充、井筒仁康、生形秀之

ら上位陣は55秒台で続く。クラスを転向した
後、テストでも好調だった長島も55秒5までタイ
ムを更新すると、その次の周で一気に53秒975
までタイムアップ、レコードタイムをコンマ5秒
上回る堂々のタイムを記録して再びトップに立
つ。そのまま長島がクラス初のポールポジショ
ンを獲得した。
他のライダーも終盤に続 と々タイムアップ。デ

チャが54秒895で2番手、昨年もてぎ開幕戦の
覇者、浦本が54秒943で3番手、生形が54秒
983で続き、ここまでが54秒台となった。

長島哲太がレコードタイムを更新
堂々のクラス初ポールをゲット！

テストで出した1分53秒7を超えたかったですね。気温が上がらなかったからかコーナーの進入でリ
アが流れていましたが、何とかまとめられてよかった。自分の希望通りTSR2というマシンを用意してい
ただき、チームやテルルの社長、周囲の方々に、すごく感謝しています。シーズンオフには、ケニーランチ
にも参加させていただき、ダートトレーニングではスライドや、J-GP2に必要な部分を学べたので、もて
ぎでテストをしたときから調子がよかった。ただ、決勝のバトルはJ-GP3とはまったく違う展開になると
思うので、付け焼き刃では、なかなかうまくいかないでしょうね。自分の理想である“逃げるレース”がで
きるように頑張ります。

ST600クラスは、気温6度、路面温度が7度、
ウェットパッチが少し残る状態でセッションが
始まった。まずは亀谷長純、小山知良らが2分を
切るタイムでモニター上位に付ける。稲垣誠が
立て続けに1分57秒、56秒とタイムを刻み、トッ
プに浮上。セッションの中盤以降は路面がほぼ
ドライとなり、各ライダーともドライタイヤでの
アタック開始となった。
中本郡、大崎誠之が56秒台をマークしてトッ

プを入れ替えながらアタックを続ける。その後
練習走行から絶好調の渡辺一馬が55秒684を
マークして一気にトップ浮上。さらに次の周回で
は54秒634と、コースレコードを大きく更新して
トップを不動のものにした。2番手には中冨伸
一が55秒537、3番手に岩崎哲朗が55秒727。
4番手にチャランポン・ポラマイが55秒852、稲
垣が55秒966、大崎が55秒982と続いた。

去年は気をつけて走っていたつもりが転倒して
しまい大腿骨を骨折して悔しい思いをした。今回
は、ブリヂストンさんのタイヤもすごく機能してい
るし、Honda CBR1000RRも、スタッフも、すごく気
合いが入っている。“ホンダの力で勝ちたい”とい
う意志も伝わるし、乗っていて充実感もある。TSR
のスタッフの志気も高いので、なんとしても今年
は、しっかり戦っていきたいですね。決勝は天気が
悪くなりそうですが、天気に負けない走りを心が
けていきたい。自分のマシンは雨に強いので安心
しているし、チームも雨のセットアップも優れてい
るので申し分ないですね。あとは自分が応えてい
ければ問題はないと思っています。

絶好調の渡辺一馬がコースレコードを
大幅更新してポールポジション獲得！

ウェトパッチが残るハーフウェット路面で始
まった40分×1回のJ-GP3公式予選。セッション
序盤は山田誓己が2分7秒台でトップに付けて
いたが、路面が乾くに連れてタイムも上がり始
め、次 と々更新されるタイムとライダー。
セッション終盤にかけて激しさを増したこの

アタック合戦は、まずは山本剛大が6秒台に入
れトップに浮上。その後もてぎを得意とする國
峰啄磨がトップに立つが、山本が5秒台に入れ
ると國峰は4秒台でトップを奪い返すという目
まぐるしい展開。結局、このアタック合戦を制し
たのは、最後に只一人2分2秒435と2秒台に入
れた國峰で、初ポールポジションを獲得した。
2番手は山本で2分3秒457、ゼッケン1の徳

留真紀が終盤に一気にポジションを上げ2分3
秒823で3番手、亀井雄大が4秒159で4番手、
誓己が4秒324で続いた。

（晴れていれば）1分58秒台を狙いたかったですね。走り出しは全体的に（路面が）濡れていたのでレ
インタイヤで行ったけれど、だんだん路面が乾いてきました。ピットインしたときに仲城（英幸）さんからス
リックタイヤで行ったらと言われ、メカニックや監督と相談して替えたら、すごくグリップしてくれてアタック
することができました。第2セクターでひっかかってタイムを落としてしまいましたが初めてポールポジショ
ンを獲れてうれしいです。金曜日の走行で1分59秒2が出ているので58秒台も見えてきています。今年は
チームを移籍して、いいバイクを与えてもらっています。レースはできればドライでレコードを更新して、
チームの皆さんに恩返ししたいですね。

國峰啄磨が激しいアタック合戦の末
全日本初のポールポジション！

ポールポジション：#45 長島 哲太　1'53.975

ポールポジション：#55 國峰啄磨　2'02.435
J-GP3の予選タイム見てドライタイヤで行けると思った。でも同じチームの菊池さんや小室さんから、

まだ濡れている箇所があると教えてもらっていたので、時間が経過すれば間違いなくコンディションが
よくなると思い序盤はピットで待機して、周りのタイムが上がってくるのを確認して、行けるという確証
もってからアタックに入りました。ベストなコンディションであれば1分53秒台も出せる仕上がりになって
きたと思います。チームと多くのスポンサーさんのおかげで、シーズンオフの間に、すごく充実したト
レーニングをさせていただけました。今までで一番、順調に準備を進められたというのが、この結果に
繋がったと思います。

ポールポジション：#6 渡辺 一馬　1'54.634

ポールポジション：
#4 秋吉耕佑　1'50.385
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 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 4 秋吉 耕佑 F.C.C.TSR Honda CBR1000RR  1'50.385
 2 1 中須賀 克行 ヤマハYSPレーシングチーム YZF-R1  1'50.510
 3 12 津田 拓也 ヨシムラスズキレーシングチーム GSX-R1000L3  1'51.044
 4 87 柳川 明 TEAM GREEN ZX-10R  1'51.057
 5 71 加賀山 就臣 Team KAGAYAMA GSX-R1000  1'51.175
 6 33 藤田 拓哉 DOGFIGHTRACING・YAMAHA YZF-R1  1'51.621
 7 104 山口 辰也 TOHO Racing with MORIWAKI CBR1000RR  1'51.638
 8 50 渡辺 一樹 TEAM GREEN ZX-10R  1'51.913
 9 22 清水 郁巳 ホンダドリーム高崎B'WISE R.T CBR1000RR  1'52.397
 10 634 高橋 巧 MuSASHiRTハルク・プロ CBR1000RR  1'56.432
 以上 トップ10チャレンジにて決定
 11 32 今野 由寛 MotoMap SUPPLY GSX-R1000L3  1'53.028
 12 17 安田 毅史 Honda鈴鹿レーシングチーム CBR1000RR  1'54.899
 13 16 吉田 光弘 Honda熊本レーシング CBR1000RR  1'55.138
 14 29 山中 正之 HondaQCT明和レーシング CBR1000RR  1'55.733
 15 21 久保山 正朗 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR1000RR  1'55.869
 16 83 中沢 孝之 DOG FIGHT RACING・YAMAHA YZF-R1  1'56.089
 17 27 澤村 元章 磐田レーシングファミリー YZF-R1  1'56.183
 18 68 清水 祐生 浜松チームタイタン GSX-R1000  1'56.358
 19 6 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン 1199 Panigale S  1'56.625
 20 55 原田 伸也 TEAM Tras&MCR S1000RR  1'56.847
 21 40 佐藤 宏司 フレッシュタウン歯科クリニック モトアルファ GSX-R1000  1'56.906
 22 23 原田 洋孝 RS-ガレージハラダ姫路 ZX-10R  1'57.106
 23 77 久我 剛仁 Sサプライ+市原2りんかん GSX-R1000L2  1'57.717
 24 53 大橋 靖洋 Honda緑陽会熊本レーシング CBR1000RR  1'57.804
 25 54 本田 恵一 HONDA EG RACING CBR1000RR  1'57.864
 26 26 大貫 貴彦 ロケットケロタン+ネオラグーナ CBR1000RR  1'58.042
 27 70 佐藤 慎一郎 佐藤家レーシング GSX-R1000 K9  1'58.522
 28 51 中根 裕 中村エンジン研究所 YZF-R1  1'58.634
 29 46 中村 勇志 レンタルバイク横浜・丸富オート 1190RC8R  1'58.715
 30 62 塩原 弘志 S.SUPPLY&おやじ組 GSX-R1000L2  1'58.738
 31 34 井上 健志 炎R CBR1000RR  1'58.862
 32 37 菊地 敦 TEAM・WILD☆HEART CBR1000RR  1'59.057
 以上 Q1にて決定
 以上 予選通過車両
  93 河野 浩之 CLUB NEXT CBR1000RR  2'03.357
  84 喜多田 学 （有）成田総合サービス+ストラトス 1199Panigale  2'05.503
予選通過基準タイム （ 総合 110 % ） 2'01.631

公式予選結果

 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime
 1 55 Y 國峰 啄磨 Projectμ7C HARC TSR3  2'02.435
 2 5 - 山本 剛大 Team NOBBY M312  2'03.457
 3 1 - 徳留 真紀 Tome team PLUSONE TSR3  2'03.823
 4 8 Y 亀井 雄大 18 GARAGE RACING TEAM NSF250R  2'04.159
 5 3 - 山田 誓己 TEAM PLUSONE & ENDURANCE NSF250R  2'04.324
 6 14 Y 長尾 健吾 TEAMけんけんwithアポロ NSF250R  2'04.417
 ※ 17  藤井 謙汰 F.C.C.TSR Honda TSR3C  2'04.746
 7 32 Y 北見 剣 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R  2'05.330
 8 83 Y 栗原 佳祐 CLUB HARC-PRO. NSF250R  2'05.461
 9 29 - 澁田 晨央 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R  2'05.718
 10 46 Y 岩戸 亮介 Club PARIS RSC NSF250R  2'05.837
 11 41 - 宇井 陽一 41Planning.IODARacingJapan IODA  2'05.924
 12 78 - 大久保 光 HotRacing NSF250  2'05.984
 13 25 - 小室 旭 テルル&EM★KoharaRT NSR250R  2'06.035
 14 15 Y 三原 壮紫 ウイダーチームアイファクトリーTN NSF250R  2'06.273
 15 93 - 赤澤 隆生 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12  2'06.319
 16 24 - 古市 右京 TEAM ASPIRATION NSF250R  2'06.397
 17 73 - Denny Triyugo Astra Motor Racing Team NSF250R  2'07.812
 18 9 - 菊池 寛幸 KoharaRacing NSF250R  2'07.849
 19 88 Y 水野 涼 CLUB HARC-PRO. NSF250R  2'07.932
 20 34 Y 関野 海斗 Projectμ7C HARC NSF250R  2'07.970
 21 26 - 高杉 奈緒子 モトバムwithヒポポタマス NSF250R  2'08.260
 22 13 Y 佐野 優人 SRSwithMORIWAKI MD250GP3  2'08.306
 23 39 Y 佐野 勝人 SRSwithMORIWAKI MD250GP3  2'08.570
 24 22 - 安村 武志 犬の乳酸菌.jp/プリミティブRT PRCS3  2'09.148
 25 33 Y 山元 聖 Projectμ7C HARC NSF250R  2'09.264
 26 18 - 葛西 雅迪 タニシ&speedheartYERC NSF250R  2'09.611
 27 42 Y 大内田 拓 DOGFISHオートテックスズカ NSF250R  2'10.132
 28 50 - 野澤 秀典 ノザワレーシングF&モトα NSF250R  2'10.491
 29 37 - 石崎 司也 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12  2'10.509
 30 67 Y 鳥羽 海渡 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12  2'10.747
 31 40 Y 中山 翔太 TEAM TECHNICA NSF250R  2'10.810
 32 38 - 山本 恭裕 広島カジタRacing&LRC NSF250R  2'10.885
 33 36 Y 大塚 和人 18 GARAGE RACING TEAM NSF250R  2'11.175
 34 45 - 近藤 眞衣 HondaブルーヘルメットMSC BH113R  2'11.658
 35 31 - 岡崎 静夏 KoharaRacing NSF250R  2'11.796
 36 21 - 大西 隼 Projectμ7C HARC NSF250  2'11.809
 37 28 - 三好 菜摘 オールスターモータースポーツ NSF250R  2'12.259
 38 43 - 畑中 要 FTR・タイヤナビ・遠藤住宅㈱ NSF250R  2'13.027
 39 35 Y 吉広 光 CLUBNEXT&MOTOBUM NSF250R  2'13.852
 以上予選通過車両:
 Y=YouthCup登録ライダー
 ※ 賞典外出場
 予選通過基準タイム （ 110 % ）  2'14.678

●予選：天候／曇　路面／ハーフウェット　出走40台
●決勝スタート／10:30（16周）

●予選：天候／曇   路面／ドライ　出走34台
●決勝スタート／15:15（19周）

MFJ Superbike Round1 SUPERBIKE RACE in MOTEGI   30 - 31 March 2013

INFORMATION

 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 45 長島 哲太 テルル&EM★KoharaRT TSR2 R  1'53.975
 2 30 Decha KRAISART Yamaha Thailand Racing Team YZF-R6  1'54.895
 3 634 浦本 修充 MuSASHiRTハルク・プロ HP6  1'54.943
 4 2 生形 秀之 エスパルスドリームレーシング GSX-MFD6  1'54.983
 5 7 大木 崇行 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'55.566
 6 51 高橋 英倫 PITCREW&松戸FLASH MZX-6R  1'55.805
 7 77 井筒 仁康 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  1'55.884
 8 31 野左根 航汰 ウエビックチームノリックヤマハ YZW-N6  1'55.917
 9 8 関口 太郎 NTS Team TARO PLUS ONE YZW-N6  1'56.528
 10 11 星野 知也 SYNCEDGE  4413 Racing CBR600RR HP6  1'56.827
 11 16 中村 豊 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'56.909
 12 392 津田 一磨 ミクニ テリーアンドカリー GSXR600  1'57.109
 13 22 佐藤 太紀 TEAM PLUSONE TSR6  1'57.828
 14 19 相馬 利胤 TT45 MD600  1'59.635
 15 47 小口 亘 ALLMAN&OWRACING YZF-OWR6  2'00.741
 16 23 鎌田 悟 TOHO Racing+おでんせイーハトーブ MD600  2'00.892
 17 13 赤間 清 CLUB HARC-PRO HP6  2'01.619
 18 79 朝比奈 正 アサヒナレーシング Z600  2'01.856
 19 52 HANGDAE CHO PITCREW&TWOWHEEL KOREA MZX-6R  2'03.689
 20 34 岩田 悟 CLUB PLUSONE HP6  2'03.997
 以上予選通過車両:
 Rマークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'54.405
 予選通過基準タイム （ 110 % ）  2'05.372

●予選：天候／曇　路面／ドライ　出走20台
●決勝スタート／14:05（18周）

いよいよ全日本ロードレース選手権の2013年
シーズンがスタートした。開幕戦ということで木曜
日から特別スポーツ走行が行われ、JSB1000クラ
ス以外は、非公式ながらコースレコードを更新す
るタイムがマークされており、土曜日の公式予選で
の走りに注目が集まった。

JSB1000クラスは、名門ヨシムラが津田拓也を
起用し4年振りに全日本に復活。TEAM GREEN
は、昨年のJ-GP2クラスチャンピオン渡辺一樹が
加入し2台体制となり、さらにレベルの高いレース
になることは、間違いないだろう。しかし、開幕を
前にケガを負ったライダーが出てしまった。その筆
頭が、ゼッケン1をつける中須賀克行だった。中須
賀は、3月4日の鈴鹿テストの際、2コーナーで転倒
を喫し、左肩を脱臼。メディカルに運ばれるが肩が
大きくずれていたため痛み止めを打って入れたと
言う。その後、事前テストも走るが、ベストには、ほ
ど遠い状態でレースウイークを迎えていた。また、
柳川明は、事前テスト初日に3コーナーで進入ハ
イサイド転倒。腰椎の横突起を4カ所骨折してしま
い、こちらも満身創痍。さらに加賀山就臣も昨年
のオートポリスで負ったヒザの状態が思わしくなく
再手術し、退院したのが3月21日と、まさに開幕直
前だった。3人の優勝候補が、万全の状態ではな
いため、事前テストから調子のいい高橋巧、そして
韋駄天・秋吉耕佑がレースウイークを引っ張って

いく形となった。
ノックアウト方式予選は、今年から昨年までの3

セッションから2セッションでとなった。第1セッ
ションでは、まず全車がアタック。第2セッションは
“トップ10チャレンジ”という名の通り10台のみが
進出できる。まず40分間で行われた第1セッショ
ンでは好調の高橋がトップタイムをマーク。秋吉、
津田、中須賀、藤田拓哉、渡辺、柳川、山口辰也
と続き、清水郁己が9番手に食い込む健闘を見せ
た。そして最後の10番手の椅子を加賀山が確保
し、トップ10チャレンジに進出した。

予選は、ドライコンディションだったが冬のよう
な寒さとなり、路面温度は約20度しかなかった。
各ライダーは、慎重にペースを上げていくものの、
トップ10トライアル開始早々に高橋が3コーナーで
まさかの転倒。その直後にいた津田もコースアウ
トするが、転倒はせずにコースに復帰した。高橋
は、そのままセッションを終え、まさかの10番手。
決勝は4列目からスタートすることになってしまう。

そんなライバルを尻目にポールポジションを獲
得したのは、秋吉耕佑だった。2セッションとなっ
たノックアウト方式予選は、Q1こそ高橋巧の後塵
を拝していたものの、冷静にアタックに入るとトップ
10チャレンジでは3周目のアタックで1分50秒385
をマークしポールポジションを獲得した。
「コンディションが難しい状況でしたし、絶対に

転ばないように走っていました。チームがよく頑
張ってくれているので、マシンもいい状態になって
きています。去年は、今日より路面温度が高いとき
に転倒してしまったのですが、未だに原因が分か
らないので慎重に走っていました。決勝は、ドライ
でも雨でも勝ちに行くだけです」と秋吉。韋駄天・
秋吉が開幕ダッシュをかけることができるか!?

2番手には、ケガが癒えない中須賀がつけた。
中須賀は、トップ10チャレンジのセッション終盤に
S字コーナーでまさかの転倒を喫し頭を強打して
しまう。すぐに病院に運ばれ精密検査を受けるが、
診断は問題なくレースには出場する予定。ただ、
左肩の状態は相変わらず厳しく今回は我慢の
レースになるだろう。それは柳川、加賀山にも言え
ることだが、上位陣の動向によっては表彰台に上
がる可能性が出てくるはずだ。

気になるのは天気の行方。雨となれば秋吉が
速いだけに昨年の最終戦のようにトップを独走す
る可能性が高いだろう。ドライならば高橋の仕上
がりがいいだけに、スタート直後に高橋がどれだ
けポジションを上げられるかが勝敗を分けるポイ
ントとなる。また、ヨシムラの津田がどこまで秋吉に
迫れるか注目したいところだ。2013年のオープニ
ングレースを制するのは、果たして!? 注目の
JSB1000決勝レースは、14:15スタート。

（佐藤寿宏）

（写真） ポールポジション獲得後
 アピールする秋吉耕佑

Official Fan Site http://www.superbike.jp/ MFJ Online Magazine http://www.mfj.or.jp/ MFJプロモーション委員会事務局 ： 東京都中央区築地3丁目11番6号　築地スクエアビル10階　TEL：03-5565-0900　2013年3月31日発行

2013年シーズンも全日本ロードレース選手権はシリーズ全戦をレ
ース開催8日後に「BS12 TwellV（トゥエルビ）」で完全無料放送さ
れます。現場ではカバーできなかったシーンや迫力のバトルをあらため
てお楽しみください！！

開幕直前特集 4月1日（月） 21:00～21:54
第1戦ツインリンクもてぎ 4月8日（月） 20:00～20:54

今年も全日本ロードレース完全無料放送！！ ますます充実するインターネット動画！！

 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 6 渡辺 一馬 KoharaRacing CBR600RR R  1'54.634
 2 2 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6  1'55.537
 3 14 岩崎 哲朗 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  1'55.727
 4 65 Chalermpol POLAMAI Yamaha Thailand Racing Team YZF-R6  1'55.852
 5 9 稲垣 誠 AKENO SPEED・MIC YZF-R6  1'55.966
 6 12 大崎 誠之 伊藤レーシングGMDスズカ YZF-R6  1'55.982
 7 77 井筒 仁康 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  1'56.129
 8 634 亀谷 長純 MuSASHiRTハルク・プロ CBR600RR  1'56.158
 9 16 國川 浩道 赤い3輪車レーシングチーム CBR600RR  1'56.159
 10 76 伊藤 勇樹 PETRONAS・HLYM YZF-R6  1'56.307
 11 34 中本 郡 レーシングチームOutRun YZF-R6  1'56.430
 12 55 渥美 心 テルル&EM★KoharaRT CBR600RR  1'56.483
 13 71 小山 知良 CLUB PLUSONE with T.Pro CBR600RR  1'56.720
 14 21 篠崎 佐助 SP忠男レーシングチーム YZF-R6  1'57.207
 15 37 阿久津 晃輝 日光サーキット&ヤバイラジオ YZF-R6  1'57.534
 16 18 中山 真太郎 TEAMしんたろうwithKRT CBR600RR  1'57.765
 17 23 近藤 湧也 GBSレーシング YZF-R6  1'58.039
 18 43 長嶋 修一 石井リンゴ園モトアルファ CBR600RR  1'58.544
 19 50 松川 泰宏 MOTO BUM+SAI CBR600RR  1'58.613
 20 57 奥野 翼 PITCREW&松戸FLASH ZX-6R  1'58.788
 21 83 宮嶋 佳毅 TOHO RACING CLUB CBR600RR  1'59.020
 22 78 大田 雅裕 B-SQUAREracing ZX-6R  1'59.141
 23 26 中津原 尚宏 オートテクニックスポーツ CBR600RR  1'59.586
 24 47 鈴木 力 Sサプライ GSX-R600  2'00.130
 25 13 岡村 光矩 ファイト・ツキギレーシング ZX-6R  2'00.176
 26 46 小倉 章太郎 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6  2'00.397
 27 53 林 和明 南海部品 北関東Gr&YERC CBR600RR  2'00.969
 28 58 小原 岳 MCRガレージオレンジワークス CBR600RR  2'01.408
 29 56 飯島 高広 中村エンジン研究所 YZF-R6  2'01.438
 30 59 尼崎 耕司 YSP茅ヶ崎・水沢レーシング YZF-R6  2'01.519
 31 52 中山 友寛 MCRガレージオレンジワークス CBR600RR  2'01.628
 32 45 高橋 颯 RS-ITOH&ASIA ZX-6R  2'01.704
 33 60 遠藤 恵太 研友会栃木PGレーシング CBR600RR  2'04.370
 以上予選通過車両:
  51 片平 亮輔 ファイト・ツキギレーシング ZX-6R  2'20.186
  48 中本 貴也 SP忠男レーシングチーム YZF-R6 計測できず
  11 横江 竜司 RT森のくまさん佐藤塾 YZF-R6 
 Rマークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'55.085
 予選通過基準タイム （ 110 % ）  2'06.097

●予選：天候／曇　路面／ドライ　出走36台
●決勝スタート／11:40（18周）

■放映スケジュール

詳しくはファンサイトで → http://superbike.jp/

秋吉耕佑が虎視眈々と
開幕ウインを狙う！
高橋巧は、まさかの転倒で
10番手スタート!!
満身創痍の中須賀、柳川、加賀山は我慢のレース

REPORT & INTERVIEWQUALIFYING PRACTICE

MFJ SUPERBIKE EXPRESS
2013 Round 1 MOTEGI 1SUPERBIKE

コース監視カメラの映像と実況アナの音声で予選・決勝をライブ配
信! スマフォ対応です。

TV収録用高画質映像を決勝レース
終了後約1時間後に配信!

YouTube「MFJ SUPERBIKEオフィシャルチャンネル」では、予選・決勝直後
のライダーインタビューを中心に、全日本ロードレースの迫力を動画にて配信!


